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制として、「奈良県植物機能活用クラスター協議会」を引き続き推進するとともに、県の補助制度等により、
企業化促進を支援する体制の定着を図っていきたい。

（３）研究開発の成果
　本プログラムの研究成果は以下のとおりである。論文発表 58 件（国内 27 件、海外 31 件）、口頭発表 125 件（国
内 106 件、海外 19 件）を行い、研究集積を促進し、研究成果の企業化を積極的に進めるために、特許出願（国
内）33 件及び品種登録出願 2件を申請した。本プログラムにおける実用化への取り組みの結果、９件の商品化、
４件の実用化を実現することができた。

３．今後の展開
（１）成果利活用体制の構築
　奈良県においては、地域COE構想検討委員会の設置により、フェーズⅢにおける実用化研究の推進及び研
究成果普及の促進により実効的に機能させる体制について検討を行ってきた。
　その結果、フェーズⅢを推進するための地域COEとして、農商工連携における産学官のネットワークの中
核として、診断分析室、バイオテクノロジー実習室を中心とした研究開発施設として、地域結集プログラムに
おいて導入された高度な分析機器により、メタボリックプロファイリング技術等のコア技術やその他の研究
成果（以下　実用化技術と呼ぶ）により、地域産業へ技術貢献を目的とした研究開発及び診断分析、技術指
導を行う研究拠点として、農業総合センター内に設置し、機器の設置場所である「植物機能活用技術センター」
を、地域結集プログラムで整備された研究設備・備品及び当該研究設備・備品を用いて植物機能活用技術に
関する研究を行う研究員を擁する研究室と位置づけた。

（２）企業化の推進
　本プログラムにおける企業化の推進については、企業化促進計画としてその推進方策を策定し、事業終了
後も引き続き企業化の支援を推進する。
　また、植物機能活用技術センターその他で創出された研究成果の円滑な利活用や産業ニーズに基づく新た
な研究課題の抽出を行うとともに、情報発信機能や企業化推進機能を有する体制を構築するため奈良県植物
機能活用クラスター協議会を引き続き運営し、植物機能活用技術の利活用による地域産業活性化を目指す産
学官の関係者を構成員とし、県等により運営する予定である。

Ⅱ．事業報告

１．事業概要
　（１）事業実施背景
　奈良県では、「奈良県科学技術振興指針」のもと、ライフサイエンス関連分野の研究開発を重点的に推進し、
「なら産業活性化ビジョン」（平成 17 年 3 月策定）先導プロジェクトとして、当該分野の先端的な研究成果を
活かして地域産業の活性化を図る「健康関連産業の新事業展開プロジェクト」を実行することとしている。本
プログラムは、その具体化策として提案されたものである。
　我が国では、高齢者が健康のまま、少しでも長く経済活動に参加し続けられる社会を築くことが急務であり、
食品による健康維持や疾病予防、体に優しい生薬製剤による治療が重要性を増している。
　本県には、「吉野クズ」「大和マナ」「大和トウキ」「大和シャクヤク」「大和茶」といった伝統的で優れた植
物素材がある。
　地域が有する先端的な科学の力で、企業化に向けた共同研究により新製品・新技術を創出して、農業、製造業、
飲食・観光業等の広範な地域産業、さらには今後の我が国の高齢化社会に貢献することが、本県の地域特性
及び地域資源を活かした独自性・優位性のあるプロジェクトを目指した。

　（２）事業推進体制
　事業実施においては、県産業 ･雇用振興部、農林部、医療政策部の支援並びに特別顧問の山田康之氏の指導・
支援を得て、（財）奈良県中小企業支援センターを中核機関として推進した。
　また、「企業化促進会議」、「共同研究推進委員会」を設け、それぞれ年 2回開催して委員から意見を求めて
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円滑な事業の推進を図った。毎月開催する運営会議では研究及び企業化の計画と進捗把握を行った。
　コア研究室には、最新鋭の分析機器等を導入し、本プログラムによる成果をもって卓越した研究開発拠点
を目指した。そのコア研究室を中心とした「産」（＝産業界）、「研」（＝公設試験研究機関等）、「学」（＝大学）
との共同研究体制で、新技術の創出を図りその技術を公設試験研究機関に技術移転を行った。
それぞれの役割
企業化統括

柴田　修　（社）奈良工業会会長、シバタ製針㈱ 代表取締役社長　
　事業の責任者として、事業全体の計画の策定と進捗を把握し、国、県、科学技術振興機構、関係各種団体
との連携調整をはじめ、事業の普及と協力に努める。
　企業化促進会議、運営会議等を主宰し事業の円滑な運営管理を行う。

副企業化統括
小島義己　産業・雇用振興部兼農林部次長　
　企業化統括の補佐を務めるとともに県関係部局間の連携・調整を行う。テーマごとに企業化を進めるため
に設置した企業化プロジェクトの統括プロジェクトマネージャーを努める。

代表研究者
新名惇彦　奈良先端科学技術大学院大学 理事 ･副学長　
　研究の責任者として、全テーマの研究計画とその進捗状況の把握と課題 ･問題点の解決について適切な判
断と指示を行う。
　共同研究推進委員会を主宰するとともに、共同研究推進委員会分科会にも参加し全研究の連携が円滑に進
むよう努める。

副代表研究者
野本享資　コア研究室長
　代表研究者の補佐を務めるとともにコア研究室の研究計画と進捗を把握し、さらに共同研究機関との連携・
調整を図る。
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特別顧問
山田康之　元奈良県技術参与、元奈良県農業総合センター所長、元奈良先端科学技術大学院大学学長
　本プログラムで取り組む植物バイオ分野の権威であり、元奈良県技術参与の立場から、代表研究者、副代
表研究者の相談役として、随時、指導・助言を行うとともに、県本庁に対して、本プログラム推進に関する
意見を述べる。

企業化促進会議
　企業化統括を議長とし、代表研究者、特別顧問のほか事業に関連する代表（産業界 5名、大学 3名、行政並
びに関係者 5名）16 名の委員とオブザーバーとして公設試験研究機関の代表 3名より組織し、実行計画書の
立案や研究開発の調整 ･推進に当たって重要な事項の審議をはじめ、事業推進のための意見交換を行う。11
回開催。

共同研究推進委員会
　代表研究者を委員長とし、テーマリーダー、主たる参画機関の代表者や研究者と外部有識者の委員 28 名で
組織し、共同研究計画の立案や研究開発の調整 ･推進等を行うため審議をはじめ、事業推進のための意見交
換を行う。11 回開催。

共同研究推進委員会分科会、テーマ別プログレスレポート
　共同研究を円滑に推進するため、各テーマリーダー等を議長とし、代表研究者をはじめテーマ内の研究者
が研究の進捗把握と課題 ･問題点の解決について意見交換を行う。適宜開催。

運営会議
　企業化統括を議長とし、副企業化統括、代表研究者、副代表研究者、県関係部局の管理職員と事務局スタッ
フで組織し、研究及び企業化の進捗状況の確認や方針等の検討及び承認を行う。78 回開催。

中核機関      
（財）奈良県中小企業支援センター　なら産業活性化プラザ内　
　奈良県から指定された機関として、地域結集型共同研究推進室及びコア研究室を設置し、実行計画書の策定、
共同研究契約の締結、各種会議・委員会などの開催、研究成果の情報発信、県との調整、（独）科学技術振興
機構への報告など、事業を円滑に進めるための事務を行う。

コア研究室　　
（財）奈良県中小企業支援センター地域結集型共同研究コア研究室　奈良県農業総合センター農業交流館内
　最新鋭の分析機器等を導入するとともに、共同研究機関と連携しながら、卓越した研究開発拠点たるにふ
さわしいコア技術を創り上げることを一義的な役割としつつ、共同研究機関との調整及びネットワーク化の
推進役となる。

大学
　近畿大学大学院農学研究科、奈良先端科学技術大学院大学をはじめ県内外の大学が参画している。研究施
設を提供並びに研究員の受入れを行うとともに、教員・研究者が研究に参画し、コア研究室などと共同研究
を進める。

公設試験研究機関
　県立の工業技術センター、農業総合センター、薬事研究センターが共同研究に参画し、主として実用化の
ための技術開発等を行い、研究成果の企業への技術移転を推進する。

奈良県
　産業 ･雇用振興部 産業支援課が中心となって、中核機関に対して、事業の円滑な実施を支援するとともに、
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事業目標の達成及び県方針等の徹底について指導監督を行う。

　（３）事業内容
　奈良県特産の植物素材を活用するための実用化技術の開発を行い、健康関連産業の新事業展開に寄与する
新技術・新製品の創出を目指す。併せて、実用化技術を持続的に生み出すメタボリックプロファィリング等
を中核技術とした研究開発拠点の創成を目指し、その移転・普及により地域産業の活性化を図る。伝統的な
植物素材の生産技術の開発だけでなく、その加工品の開発とその流通展開のための農業－製造業－飲食・観
光業の連携強化と相乗的な活性化を念頭に置いた成果の利活用体制を構築する。
　事業の最終年度である平成 22 年度は、平城遷都 1300 年の記念の年であり、県内外で開催される記念事業
と連携して、本プログラムでの成果の全国に向けた情報発信を行い、先端技術に裏打ちされた伝統素材とい
うブランドイメージの定着を目指す。
　フェーズⅢでは奈良の素材を、奈良の技術を活用して、魅力ある製品にして、奈良の地で提供することに
より、ブランドの確立・強化を図るとともに、全国的な展開を図る。
　最終的には、成果の利活用の体制を核とした農業、製造業、飲食・観光業を含む地域クラスターを創成し、
オリジナルな新技術・新製品による県内産業の競争力強化を目指す。

研究開発テーマ
テーマ１「吉野クズ・大和マナの機能性評価及び活用技術の開発」
　奈良特産「吉野葛」の原料素材である「クズ」と、アブラナ科植物で有機低分子生理活性物質の豊富な「大
和マナ」に着目し、作用物質の解明と機能性の高い食品素材の開発を行う。

テーマ２「優良大和生薬品種の鑑定技術及び増殖技術の開発」
　優良生薬原料である大和トウキと大和シャクヤクにメタボリックプロファイリングと分子生物学的手法を
適用することにより、これら生薬の化学的構成成分と遺伝的多様性を明らかにし、組織培養法による大量増
殖法を活用することにより、県産ブランド生薬の効率的な増産システムの確立を目指す。

テーマ３「大和茶のメタボリックプロファイリングを利用した最適栽培・加工技術の開発」
　メタボリックプロファイリングの手法を用いて、総合的評価システムを構築し、製茶工程の各段階の茶葉
の解析・品質判定を行うことにより生産条件と品質との相関関係を解明して、大和茶ブランドの確立に資す
る製造方法等の開発を行う。
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　事業概要（イメージ図）
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事業概要（イメージ図） 

【テーマ名】 
吉野クズ・大和マナの機能性評価及び活用技術の
開発 

【研究リーダー】 
河村 幸雄（近畿大学大学院農学研究科教授） 
高山 誠司（奈良先端科学技術大学院大学バイオ
サイエンス研究科教授） 
大東 肇（元京都大学大学院農学研究科教授 平
成 17－18 年度） 

【参加研究機関・企業】 
近畿大学、大阪大学、奈良先端科学技術大学院大
学、京都大学、奈良女子大学、東京海洋大学、県
農業総合センター、県工業技術センター、梅乃宿
酒造㈱、㈱北岡本店、㈱三輪そうめん山本、ナン
ト種苗㈱、三晃精機㈱、㈱パンドラファームグル
ープ、田村薬品工業㈱、ドネー ドゥ ガトー  

 
 
【研究成果等】
①機能性成分の

科学的評価と
疾病関連遺伝
子群の解明 

②自家不和合性
遺伝子を網羅
したテスター
ラインの確立

 
【研究成果等】 
①優良生薬系統

の識別法と大
量生産システ
ムの確立 

 
 

【新技術】 
①疾病関連遺伝子を利

用した DNA マイクロ
アレイによる効率的
機能性評価技術 

②自家不和合性を利用
した効率的育種技術 

③DNA マーカーを用い
た品種鑑定技術 

④メタボリックプロフ
ァイリングを用いた
品質鑑定技術 

⑤優良薬用植物の大量
増殖技術 

⑥メタボリックプロフ
ァイリングによる最
適栽培・加工方法の探
索技術 

⑦近赤外分光法による
簡便な品質評価機器 

【産業活動】 
①健康機能性食品の開

発 
②高付加価値品種の効

率的作出 
③品種鑑定技術による

県農産品のブランド
維持 

④優良薬用植物の生産 
⑤農産品及び農産加工

品の品質向上と増産 
【新産業】 

奈良ブランド農産物の
生産及びそれらを利用
した健康食品等の製造
による新事業の創出 

【地域産業・経済の活性化】
持続的な実用化技術の開発により、食品加工、医薬品製造等の県内製

造業や種苗産業、特産物生産農家等への新技術導入による新事業を創出
し、飲食・観光業への展開を含めた広範な地域産業の活性化を図る。 

【テーマ名】 
優良大和生薬品種の鑑定技術及び増殖技術の開
発 

【研究リーダー】 
橋本 隆（奈良先端科学技術大学院大学バイオサ
イエンス研究科教授） 

【参加研究機関・企業】 
奈良先端科学技術大学院大学、京都大学、近畿大
学、大阪大学、(学)北里研究所、(財)サントリー
生物有機科学研究所 

事業実施体制 
事業推進根拠：奈良県科学技術振興指針（平成15年3月策定）に基づく 
企業化統括：柴田  修（(社)奈良工業会会長、シバタ製針㈱代表取締役社長） 
代表研究者：新名 惇彦（奈良先端科学技術大学院大学理事・副学長） 
中核機関：(財)奈良県中小企業支援センター 
コア研究室：奈良県農業総合センター内研究室 
自治体の担当部署：奈良県産業・雇用振興部産業支援課 

奈良県地域結集型共同研究事業 
テーマ名：古都奈良の新世紀植物機能活用技術の開発 
技術分野：ライフサイエンス分野 
事業目標：植物機能を有効に活用するためのコア技術を持続的に創出する研究開発拠点を創成し、

その成果を利活用する体制を整備することにより、地域産業の活性化を図る。このうち、
事業実施の５年間では、奈良県の伝統的な植物素材の機能性利用等に関する実用化技術
の開発を目指す。

 
【研究成果等】 
①製品品質への

寄与率の高い
指標化合物の
同定 

【テーマ名】 
大和茶のメタボリックプロファイリングを利用
した最適栽培・加工技術の開発 

【研究リーダー】 
福崎 英一郎（大阪大学大学院工学研究科教授） 

【参加研究機関・企業】 
大阪大学、奈良先端科学技術大学院大学、県農業
総合センター、農事組合法人グリーンウェーブ月
ヶ瀬、テクノス㈱ 
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